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四

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
以
下
こ
の

イ
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。）又
は
暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

ロ

法
そ
の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
し
た
た
め
に
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ

り
、
又
は
刑
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ

そ
の
他
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者

（
交
付
金
の
額
の
算
出
の
単
位
と
な
る
期
間
）

第
五
条

肉
用
牛
に
つ
い
て
の
法
第
三
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
毎
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま

で
と
す
る
。

２

肉
豚
に
つ
い
て
の
法
第
三
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、毎
年
の
次
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

一

四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

二

七
月
一
日
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
肉
豚
の
標
準
的
販
売
価
格
が
肉
豚
の
標
準
的
生
産
費
を
上
回
つ

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
月
一
日
）
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

三

十
月
一
日
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
肉
豚
の
標
準
的
販
売
価
格
が
肉
豚
の
標
準
的
生
産
費
を
上
回
つ

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
期
間
の
初
日
）
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四

翌
年
の
一
月
一
日
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
肉
豚
の
標
準
的
販
売
価
格
が
肉
豚
の
標
準
的
生
産
費
を

上
回
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
期
間
の
初
日
）
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
交
付
金
の
額
の
算
出
に
用
い
る
割
合
）

第
六
条

法
第
三
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
九
十
と
す
る
。

第
十
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を「（
指
定
乳
製
品
の
特
別
売
渡
し
が
で
き
る
そ
の
他
の
場
合
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
条
第

三
号
」
を
「
第
十
一
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を「（
指
定
乳
製
品
の
特
渡
し
の
期
間
基
準
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
条
第
二
号
」
を
「
第
十

一
条
第
二
号
」
に
、「
次
の
と
お
り
」
を
「
一
年
」
に
、「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、「
又
は
指
定
食
肉
」

及
び
「
又
は
当
該
指
定
食
肉
」
を
削
り
、
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を「（
指
定
乳
製
品
の
特
別
売
渡
し
の
数
量
基
準
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
条
第
一
号
」を「
第

十
一
条
第
一
号
」
に
、「
次
の
と
お
り
」
を
「
指
定
乳
製
品
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
指
定
乳

製
品
の
生
産
予
想
量
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
数
量
」
に
改
め
、
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
六
条
を
削
る
。

第
五
条
中
「
第
六
条
第
五
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
下
つ
て
」
を
「
下
回
つ
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
条
第
二
項
の
計
画
に
あ
つ
て
は
」
を
「
第
七
条
第
二
項
の
計
画
に
あ
つ
て
は
」
に

改
め
、
同
号
イ
中
「
下
つ
て
」
を
「
下
回
つ
て
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」

に
、「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
別
表
第
四
に
掲
げ
る
」
を
「
別
表
に
掲
げ
る
種
類
ご
と
の
」に
、

「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す

る
。第

四
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
指
定
食
肉
又
は
鶏
卵
等
（
法
第
六
条
第
四
項

の
鶏
卵
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
生
産
者
の
基
準
）

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
と
す
る
。

一

肉
用
牛
又
は
肉
豚
を
販
売
す
る
目
的
で
、
肉
用
牛
又
は
肉
豚
の
肥
育
を
業
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

肉
用
牛
の
生
産
者
に
あ
つ
て
は
、
災
害
そ
の
他
の
機
構
の
業
務
方
法
書
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
農
林
水
産

大
臣
が
定
め
る
月
齢
に
達
す
る
ま
で
肉
用
牛
を
肥
育
し
、
及
び
販
売
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

会
社
に
あ
つ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
を
超
え
、
か
つ
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
を
超

え
る
も
の
（
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

ロ

そ
の
総
株
主
又
は
総
出
資
者
の
議
決
権
（
株
式
会
社
に
あ
つ
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
決
議
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
項
の
全
部
に
つ
き
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
除

き
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
百
七
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
を
有
す

る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
含
む
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）の
二
分
の
一
以
上
が
同
一

の
イ
に
掲
げ
る
会
社
の
所
有
に
属
し
て
い
る
も
の

ハ

そ
の
総
株
主
又
は
総
出
資
者
の
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上
が
イ
に
掲
げ
る
会
社
の
所
有
に
属
し
て
い
る
も

の

〇
農
林
水
産
省
令
第
五
号

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百

八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条

第
一
項
第
一
号
ハ
及
び
第
二
号
、
第
二
項
並
び
に
第
四
項
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
十
条
並
び
に
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
六

号
）
第
十
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
農
林
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
一
条
中
「
畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
百
八
十
三
号
。」に
、「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
積
立
金
の
基
準
）

第
三
条

法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
と
す
る
。

一

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
交
付
金
の
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
も
つ
て
、
同
条

第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
支
払
の
額
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

積
立
金
の
額
が
、
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
支
払
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
に
照
ら
し
、
十

分
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）又
は
積
立
金
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
対
し
、
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
負
担
金
が
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
限
ま
で
に
支
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
条
の
見
出
し
を「（
指
定
乳
製
品
の
買
入
れ
を
し
な
い
そ
の
他
の
場
合
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
七
条
の
」
を

「
第
八
条
の
」
に
、「
第
十
一
条
第
五
号
」
を
「
第
十
二
条
第
五
号
」
に
改
め
、
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

荷
口
の
数
量
が
五
ト
ン
に
満
た
な
い
こ
と
。

二

正
味
重
量
及
び
包
装
が
別
表
に
掲
げ
る
種
類
ご
と
の
正
味
重
量
及
び
包
装
に
適
合
し
な
い
こ
と
。

三

生
産
の
日
か
ら
買
入
れ
の
日
ま
で
の
期
間
が
、
バ
タ
ー
に
あ
つ
て
は
四
十
日
（
法
第
七
条
第
二
項
の
計
画
に

基
づ
い
て
保
管
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
九
十
日
）、
そ
の
他
の
指
定
乳
製
品
に
あ
つ
て
は
六
十
日
（
同
項
の

計
画
に
基
づ
い
て
保
管
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
百
八
十
日
）
を
超
え
て
い
る
こ
と
。
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